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神楽を一心不乱に練習する、井原備中神楽保存会 小中学生伝承教室の子どもたち

今
年
も
、
勇
壮
で
神
秘
的
な
舞
を
‼
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新春号新春号

いいはは
らら
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与
一
の
勇
姿
を
た
た
え
て

西
江
原
与
一
太
鼓

　
太
鼓
で
西
江
原
町
を
元
気
に

し
よ
う
と
令
和
2
年
11
月
に

発
足
し
た
、
有
志
で
つ
く
る

“
西
江
原
与
一
太
鼓
”は
、小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

年
代
の
18
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動

し
て
い
ま
す
。太
鼓
を
担
当
す
る

原は
ら
だ田
亜あ
れ
ん蓮
さ
ん（
西
江
原
小
5
年
）

は「
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
す

る
の
は
少
し
緊
張
す
る
け
ど
楽

し
い
で
す
」し
の
笛
を
担
当
す
る

森も
り
し
た下
穂ほ

の

か
乃
香
さ
ん（
西
江
原
小

3
年
）は「
い
つ
も
楽
し
く
練
習

を
し
て
い
ま
す
。も
っ
と
練
習

を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
を

演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

11
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」で
は
、メ
ン

バ
ー
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合

い
、試
行
錯
誤
を
重
ね
て
完
成

し
た
新
曲「
ヒ
ー
ロ
ー
！
那
須

今
月
の“
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ひ
と
”は
、
井
原
市

出
身
で
県
外
で
活
躍
さ
れ
、
井
原
を
応
援
し
て

く
だ
さ
る
人
を
紹
介
し
ま
す
‼

申告相談日程表 P8
星空保護区
認定2周年記念 P10

練習に励むメンバー



笑顔の笑顔の
リ レ ーリ レ ー
あなたの

笑顔の源
をお伺いします

みなも
と

（3）   令和6年1月

笠
かさはら

原　兼
かねすけ

典さん（83歳）
＝（神奈川県厚木市）＝

心を優しく包みこむ
故郷「井原」

常
に
好
奇
心
を

　
技
術
者
と
し
て
会
社
経
営
し
、

一
線
を
退
い
た
現
在
も
工
場
長

と
し
て
現
役
で
働
き
、平
成
15
年

に
は
、科
学
技
術
振
興
功
績
者
と

し
て
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
。

井
原
出
身
者
ら
で
つ
く
る
東
京

後
月
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も

活
躍
す
る
青
野
町
出
身
の
笠
原

さ
ん
。「
今
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

発
明
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
興
味

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
興
味
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
よ
り
深
く
研
究

で
き
る
ん
で
す
。
気
が
つ
け
ば
、

た
く
さ
ん
の
特
許
を
取
得
し
て

い
ま
し
た
ね
。常
に
知
的
好
奇
心

を
持
つ
こ
と
が
、
生
涯
現
役
で

あ
り
続
け
る
源
で
す
」と
語
り

ま
す
。

理
想
を
求
め
て

　
目
を
閉
じ
る
と
故
郷
が
浮
か

び
、井
原
を
心
か
ら
応
援
し
た
く

な
る
と
い
う
笠
原
さ
ん
。「
井
原

を
離
れ
て
い
る
と
、昔
の
思
い
出

が
よ
み
が
え
り
郷
愁
に
浸
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、帰
省
す
る

と
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
友
人
や

自
然
が
私
を
迎
え
て
く
れ
て

安
心
し
ま
す
。
こ
の
安
心
が

ず
っ
と
続
く
た
め
に
も
、
産
業

と
文
化
、
そ
し
て
大
学
や
研
究

施
設
な
ど
の
ア
カ
デ
ミ
ー
が

バ
ラ
ン
ス
良
く
共
存
す
る
ま
ち

を
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

人
口
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い

課
題
で
す
が
、人
を
呼
ぶ
よ
う
な

産
業
や
ア
カ
デ
ミ
ー
が
で
き
て
、

元
気
で
力
あ
る
ま
ち
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

石
いしまる

丸 直
な お と

人さん（45歳）
【笹賀町】

コンサートで成功を
収めたとき

　

中
学
生
で
の
転
校
を
機
に
吹
奏
楽
部
に
入
部
し
て
か
ら
、
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
の
演
奏
を
続
け
て
い
ま
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
演
奏
の

機
会
が
な
く
、
長
い
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
井
原
吹
奏

楽
団
メ
ル
ヘ
ン
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
所
属
し
、
練
習
し
て

い
ま
す
。
演
奏
を
再
開
し
た
当
初
は
学
生
時
代
と
現
在
の
感
覚
の

違
い
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て

多
く
の
人
の
前
で
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
と

思
わ
ず
笑
顔
に
な
り
ま
す
ね
。
次
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
、練
習
に

励
む
と
と
も
に
、今
後
も
長
く
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

与
一
」を
初
披
露
し
ま
し
た
。

屋
島
の
戦
い
の
与
一
の
感
情
や

場
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
、し
の
笛

と
太
鼓
で
表
現
し
た
こ
の
曲
は

5
部
構
成
で
作
ら
れ
て
お
り
、

曲
中
に
は
与
一
の
放
っ
た
矢

が
扇
の
的
を
落
と
す
場
面
も

演
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
足
時
か
ら
グ
ル
ー
プ
に

携
わ
っ
て
い
る
三み

む
ら村

典の
り
こ子

さ
ん

ふれあい広場で初披露した
「ヒーロー！那須与一」

（
西
江
原
町
）は「
与
一
太
鼓
な

の
に
、
与
一
の
曲
が
な
い
こ
と

か
ら
、
意
見
を
出
し
合
い
改
良

を
加
え
な
が
ら
み
ん
な
で
作
り

上
げ
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
大
切
に
し
、互
い
に
教
え
合
い

な
が
ら
楽
し
く
練
習
を
し
て
い

ま
す
。未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、太
鼓
を
通
し
て
与
一
の

勇
姿
を
知
り
、少
し
で
も
興
味
を

持
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で

す
ね
。郷
土
愛
を
育
む
き
っ
か
け

に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
」と

語
り
ま
す
。

　
演
奏
の
様
子
は
左
記
よ
り
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
与
一

の
勇
姿
を
想
像
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
西
江
原
公
民
館

（
☎
�
８
１
２
９
）
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　新年明けましておめでとうございます。
　市民の皆さまには、輝かしい令和6年の新春
を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年を振り返りますと、5月8日から新型コロナ
ウイルス感染症の感染症法上の扱いが5類に変更
され、長きに渡るコロナ禍もようやく収束の兆し
が見えてまいりました。しかしながら、ロシアの
ウクライナ侵攻の長期化がもたらすエネルギー
や原材料の高騰・円安による物価高の影響は、依然
として市民生活や経済活動に重くのしかかって
おります。
　このような中、昨年は新型コロナウイルス
感染症および原油高騰対策として物価高騰の
影響を受けた低所得世帯への給付金の支給や、
全世帯への商品券を交付する元気いばら★暮ら
し応援事業を実施し、市民生活や地域経済の
下支え・活性化を図りながら、本市のまちづくり
の最上位計画である井原市第7次総合計画を
着実に推進しているところです。
　市議会といたしましては、令和5年度から一般
質問のYouTubeでの配信、地元ケーブルテレビ
を活用した議会広報番組の企画・放映を行い、議会
からの情報発信を充実させるとともに議会力
ならびに議員力アップを図ることとし「市民に
わかりやすい真に開かれた議会」を目指し、引き
続き議会改革に取り組んでおります。
　新しい年を迎え、今後も市民の皆さまの声を
真
し ん し

摯に受け止め、議員一人一人が研さんし、議会
内で議論を重ね、市民の皆さまの期待に応える
べくさらに努力してまいる所存です。
　本年も、一層のご理解とご支援をお願いいたし
ますとともに、皆さまにとって健やかで素晴ら
しい年となりますようお祈りいたしまして、
新年のごあいさつといたします。

　新年明けましておめでとうございます。 
　令和6年の始まりにあたり、謹んで新春の
お慶びを申し上げます。
　市制施行70周年を迎えた昨年は、井原まつり
☆まんてん2023や市民体育祭をはじめ、さまざま
な行事・イベントが市内各地で開催されました。
市民の皆さまの楽しそうな姿を拝見し、まちに
活気が戻りつつあることを嬉しく感じた年で
ありました。
　このような状況を踏まえ、本市といたしまして
は、昨年スタートした「井原市第7次総合計画後期
基本計画」に基づき、ふるさと井原を持続可能で
発展性のあるまちとして未来へ引き継ぐため

「だれもが活躍でき、しあわせを実感できるまち」
の実現を目指し、ひとづくり、地場産業の活性化、
安心な暮らし、魅力創出に向けた取り組みを
積極的に推進してまいります。
　さて、今年は、国立劇場（東京）ロビーに常設
展示されております「鏡獅子」が、20年ぶりに本市
へ里帰りいたします。平櫛田中美術館にて2月
から展示いたしますので、田中渾

こんしん
身の力作を是非

ご堪能ください。
　ご承知のとおり、本市には、田中芸術の他にも
星空保護区の美星町や井原デニムをはじめと
した地場産業、ブドウや明治ごんぼう、美星満天
豚といった農畜産品、そして先人から受け継がれ
てきた歴史や文化など、井原にしかない「本物」
が多くあります。これらをさらに磨き上げること
で、市民の皆さまとともに、本市の魅力や強みを
次世代へつないでいきたいと考えておりますので、
引き続きご理解とご協力をお願いいたします。
　結びに、本年が皆さまにとって、笑顔輝く希望
に満ちた一年になりますよう心からお祈り申し
上げ、新年のごあいさつとさせていただきます。

市民に開かれた議会を目指して 井原にしかない「本物」を次世代へ

井原市議会議長井原市議会議長        

三三
み や け

宅宅  文文
ふ み お

雄雄
井原市長井原市長        

大大
おお

舌舌
した

    勲勲
いさお

    

迎春迎春
謹んで新年のごあいさつを申し上げます

   令和6年1月（4）
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◎ 

井
原
市
美
星
地
区
畑
地
か
ん

が
い
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

美
星
地
区
畑
地
か
ん
が
い

施
設
給
水
使
用
料
の
改
定
を

行
う
た
め
、所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
。

◎ 

指
定
管
理
者
の
指
定

　
次
の
と
お
り
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。

◎ 

井
原
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
。

◎ 

井
原
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

市議会12月定例会から
条
例・補
正
予
算
な
ど
を
審
議

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

総
務
費

 

・    

地
区
集
会
所
等
施
設
整
備

事
業
補
助
金 

34
万
円

民
生
費

 

・ 住
民
税
非
課
税
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金  

　

 

3
億
3
，
3
5
0
万
円

農
林
水
産
業
費

 

・環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援

　
対
策
事
業
補
助
金  

　

 

29
万
円

 

・      

備
中
地
域「
晴
苺
」供
給
力

強
化
事
業
費
補
助
金　
　

  

14
万
円

 

・新
規
就
農
経
営
開
始
資
金 

1
5
0
万
円

商
工
費

 
・  
飼
料
価
格
高
騰
緊
急
対
策

事
業
補
助
金

 

8
，
1
1
8
万
円

 

・   

賃
上
げ
促
進
設
備
導
入
補
助

金　
　
　
4
，
0
0
0
万
円

 

・   

物
価
高
騰
対
応
等
学
校
給
食

費
支
援
金

 

4
，
0
1
2
万
円

 

・   

美
星
地
区
畑
地
か
ん
が
い

揚
水
機
場
電
気
料
金
高
騰

対
策
事
業

 

4
4
0
万
円

◎     

令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予 

算（
第
5
号・第
6
号
）

　
こ
の
た
び
の
補
正
予
算
で
は
、
地
元
要
望
に
基
づ
く
補
助
事
業
、

県
の
補
助
採
択
に
伴
う
も
の
の
ほ
か
、国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
給
付
金

支
給
な
ど
に
要
す
る
経
費
を
追
加
し
た
結
果
、一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

2
3
0
億
６
６
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
債
務
負
担
行
為
】

 

・ 工
業
等
振
興
条
例
奨
励
金 

 

・企
業
立
地
促
進
奨
励
金 

 

◎ 

井
原
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

◎ 

井
原
市
長
等
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

市
長
な
ど
の
期
末
手
当
に

つ
い
て
、一
般
職
の
期
末・勤
勉

手
当
に
準
じ
た
支
給
月
数
の

引
上
げ
を
行
う
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
。

◎ 

井
原
鉄
道
株
式
会
社
が
所
有

し
、又
は
使
用
す
る
固
定
資
産

に
対
す
る
固
定
資
産
税
及
び

都
市
計
画
税
の
課
税
免
除
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
井
原
鉄
道
株
式
会
社
の
事
業

の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
に

対
す
る
課
税
の
特
例
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

　

12
月
4
日
か
ら
18
日
ま
で
の
15
日
間
、
市
議
会
12
月
定
例
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
条
例
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
案
件
が

審
議
さ
れ
、い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

施 

設 

名

指
定
管
理
者

井
原
市
星
の
郷

観
光
セ
ン
タ
ー

星
の
郷
青
空
市

株
式
会
社

　
代
表
取
締
役

 

張は
り
た
に谷 

和か
ず
ひ
ろ弘
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●●  

次
の
所
得
や
控
除
が
あ
る
人
、

次
の
所
得
や
控
除
が
あ
る
人
、

青
色
青
色
申
告
の
人
は
、

申
告
の
人
は
、
税
務
署
で

税
務
署
で

申
告
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
事
業
所
得

・
事
業
所
得

・
配
当
所
得

・
配
当
所
得

・・  

分
離
課
税
所
得（
土
地・
建
物・

分
離
課
税
所
得（
土
地・
建
物・

株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
）

株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
）

・・  
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
11

年
目
）

年
目
）

※
土
地
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
の

※
土
地
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
の

申
告
や
青
色
申
告
は
、市
で
は
受
け

申
告
や
青
色
申
告
は
、市
で
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。笠
岡
税
務
署
へ

付
け
で
き
ま
せ
ん
。笠
岡
税
務
署
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●●  

税
務
署
で
の
確
定
申
告
に
は

税
務
署
で
の
確
定
申
告
に
は

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　
入
場
整
理
券
は
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
配
付
し
ま
す
。

  

・・    

L
I
N
E
ア
プ
リ
で
国
税
庁

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち

登
録
し
、
来
場
希
望
日
時
を

選
ん
で
事
前
発
行

※
来
場
希
望
日
の
10
日
前
か
ら

発
行
が
で
き
ま
す
。

・・  

申
告
会
場
で
の
当
日
分
の
配
付

※
配
付
状
況
に
応
じ
て
、
後
日
の

来
場
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●�

令
和
5
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計

が
、基
礎
控
除（
48
万
円
）や
扶
養

控
除
な
ど
の
合
計
額
を
超
え
る

人
は
、確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
年
金
受
給
者
の
場
合

・   

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
を
超
え
る
人

・  

年
金
以
外
に
20
万
円
を
超
え
る

所
得
が
あ
る
人

※
右
記
に
該
当
す
る
人
以
外
で
も
、

還
付
を
受
け
る
場
合
は
確
定
申
告

が
必
要
で
す
。

◎
給
与
所
得
者（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
） の

　
場
合

　
通
常
は
年
末
調
整
で
精
算
さ
れ

ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
人
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

・  

給
与
の
収
入
金
額
が
2
千
万
円

を
超
え
る
人

・  

年
末
調
整
し
て
い
る
給
与
の

ほ
か
に
20
万
円
を
超
え
る
給
与

収
入
が
あ
る
人

・  

給
与
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

を
超
え
る
人

◎ 

事
業
収
入
や
不
動
産
収
入
が
あ

る
場
合

・  
商
業
、
工
業
、
農
業
、
そ
の
他
の

事
業
を
営
ん
で
い
る
人

・  

地
代
や
家
賃
収
入
が
あ
る
人

所
得
税
の
確
定
申
告
は
笠
岡
税
務
署
へ

所
得
税
の
確
定
申
告
は
笠
岡
税
務
署
へ

�

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
の
確
定

申
告
が
お
す
す
め
で
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

お
よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

読
み
取
り
対
応
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
お
持
ち
の
人
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
れ
ば
、申
告
会
場

に
行
か
な
く
て
も
、自
宅
か
ら

確
定
申
告
書
の
作
成・
提
出

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ(

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン)

に
よ
る
確
定
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

・・     

税
務
署
な
ど
へ
の
持
参
が
不
要

・・    

印
刷・郵
送
代
が
不
要

・・    

添
付
書
類
が
不
要（
一
部
を

除
く
）

・・     

申
告
期
間
中
、24
時
間
い
つ

で
も
提
出
が
可
能

・・    

還
付
金
が
あ
る
場
合
、
紙

で
の
申
告
よ
り
早
く
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲国税庁
　ホームページ

申告は正しくお早めに申告は正しくお早めに
申告期間申告期間　　2月14日（水）～3月15日（金）2月14日（水）～3月15日（金） ※税務署での申告は、※税務署での申告は、2月16日（金）2月16日（金）からです。からです。

所得税・市県民税

　令和5年分の申告相談を次のとおり行いますので、申告が必要となる人は、期限までに必ず申告して令和5年分の申告相談を次のとおり行いますので、申告が必要となる人は、期限までに必ず申告して
くください。申告書の作成については、税務署や市内各地の会場で相談に応じます。ださい。申告書の作成については、税務署や市内各地の会場で相談に応じます。

【
確
定
申
告
会
場
】

【
確
定
申
告
会
場
】

　
〒
７
１
４
‐
０
０
８
６

　
〒
７
１
４
‐
０
０
８
６

　
笠
岡
市
五
番
町
５
番

　
笠
岡
市
五
番
町
５
番
4848
号号

　　
受
付
時
間

受
付
時
間　　

　
　
　
　
88
時時
3030
分
～
分
～
1616
時時

　　
相
談
時
間

相
談
時
間　　

　
　
　
　
99
時
～
時
～
1717
時時

※
土
日
祝
日
は
閉
庁
で
す
。

※
土
日
祝
日
は
閉
庁
で
す
。

※
笠
岡
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場

※
笠
岡
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場

で
は
、
原
則
と
し
て
、
ご
自
身
の

で
は
、
原
則
と
し
て
、
ご
自
身
の

ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
確
定
申
告
書

ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
確
定
申
告
書

な
ど
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
ど
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
は
、利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

の
人
は
、利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書（
数
字
４
桁
）お
よ
び
署
名
用
電
子

書（
数
字
４
桁
）お
よ
び
署
名
用
電
子

証
明
書（
英
数
字

証
明
書（
英
数
字
66
文
字
以
上

文
字
以
上
1616

文
字
以
下
）の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
持
参

文
字
以
下
）の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
持
参

も
お
願
い
し
ま
す
。

も
お
願
い
し
ま
す
。

◎
そ
の
他

・  

譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
る
人

・  

生
命
保
険
契
約
の
満
期
・
解
約

な
ど
に
よ
る
一
時
金
や
、
定
期

年
金
が
あ
る
人

問  1階、税務課（☎�9510）問  1階、税務課（☎�9510）
　 笠岡税務署（☎0865-62-3111）　 笠岡税務署（☎0865-62-3111）

● 
確
定
申
告
書
を
自
分
で
作
成
し

書
面
提
出
さ
れ
る
人
は
、郵
送

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
送
付
先
】

【
送
付
先
】

　
〒
７
０
０
‐
８
６
８
９

　
〒
７
０
０
‐
８
６
８
９

　
岡
山
市
北
区
天
神
町
３
番

　
岡
山
市
北
区
天
神
町
３
番
2323
号号

　
　
広
島
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

　
　
広
島
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

　
　
岡
山
東
分
室

　
　
岡
山
東
分
室

※
送
付
先
が
変
更
と
な
っ
て
お
り

※
送
付
先
が
変
更
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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市
県
民
税
の
申
告
は
市
へ

● 

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

　

令
和
6
年
1
月
1
日（
賦
課
期

日
）現
在
に
、
市
内
に
居
住
し
て

い
た
人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
書

を
井
原
市
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

※
次
の
人
は
市
県
民
税
の
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

・ 

1
カ
所
か
ら
の
給
与
収
入
だ
け

で
、そ
の
勤
務
先
で
年
末
調
整
さ

れ
た
給
与
支
払
報
告
書
が
市
へ

提
出
さ
れ
て
い
る
人

・ 

公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
な
く
、

所
得
か
ら
所
得
控
除
の
合
計
額

を
差
し
引
い
て
残
額
が
な
い
人

□ 申告書□ 申告書
□  「マイナンバーカード」または「通知カード□  「マイナンバーカード」または「通知カード

および運転免許証などの身分証明書」および運転免許証などの身分証明書」
□  利用者識別番号等の通知書（持っている人□  利用者識別番号等の通知書（持っている人

のみ）のみ）
□  給与や年金などがある人は｢源泉徴収票｣□  給与や年金などがある人は｢源泉徴収票｣

（原本）（原本）
□   営業や農業および不動産収入などがある人□   営業や農業および不動産収入などがある人

は、は、収支内訳書を作成の上収支内訳書を作成の上、収入や支出を、収入や支出を
証明できるもの証明できるもの

　 ※不動産収入がある人は｢固定資産税納税通　 ※不動産収入がある人は｢固定資産税納税通
知書（課税明細書）｣または｢名寄帳の写し｣も知書（課税明細書）｣または｢名寄帳の写し｣も
必要です。貸している建物や土地の地番を必要です。貸している建物や土地の地番を
確認しておいてください。確認しておいてください。

□   国民年金保険料の社会保険料控除を受ける□   国民年金保険料の社会保険料控除を受ける
人は｢社会保険料（国民年金保険料）控除証人は｢社会保険料（国民年金保険料）控除証
明書｣明書｣

□  生命保険料控除、地震保険料控除を受ける□  生命保険料控除、地震保険料控除を受ける
人は、それぞれの｢控除証明書｣人は、それぞれの｢控除証明書｣

□  寄附金控除を受ける人は、寄附金の受領証□  寄附金控除を受ける人は、寄附金の受領証
（領収書）（領収書）

□  障害者控除を受ける人は「障害者手帳」また□  障害者控除を受ける人は「障害者手帳」また
は、福祉課で発行する「障害者控除対象者は、福祉課で発行する「障害者控除対象者
認定書」認定書」

□   医療費控除を受ける人は、各自で事前に□   医療費控除を受ける人は、各自で事前に
作成した医療費控除の明細書や高額医療費作成した医療費控除の明細書や高額医療費
などで補填される金額の分かるものなどで補填される金額の分かるもの

□   セルフメディケーション税制による医療費□   セルフメディケーション税制による医療費
控除の特例を受ける人は「セルフメディケ控除の特例を受ける人は「セルフメディケ
ーション税制の明細書」、一定の取り組みーション税制の明細書」、一定の取り組み
を行なったことを証明する書類を行なったことを証明する書類

□  口座番号が分かる本人名義の通帳（還付申□  口座番号が分かる本人名義の通帳（還付申
告の場合のみ）告の場合のみ）

    住宅借入金等特別控除（1年目）
を受ける場合

｢登記事項証明書｣、｢住宅取得資金借入金
の年末残高証明書｣、｢売買契約書の写し｣
など
※笠岡税務署で申告してください。

　
市
内
の
会
場
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。申
告
相
談
の
日
程
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

申告に必要な書類 （所得税・市県民税共通）

● 

事
前
準
備
で
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
を

○ 

営
業・
農
業・
不
動
産
収
入
を
申

告
す
る
際
に
は
、
年
間
の
取
引

を「
収
入
金
額
」と「
必
要
経
費
」

に
分
け
て
記
帳
し
、収
支
内
訳
書

を
作
成
し
た

上
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

○ 

医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
際
に

は
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
な

ど
に
よ
り
、
事
前
に
医
療
費
の

領
収
書
を
個
人
ご
と
、
病
院・

薬
局
ご
と
に
集
計
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

申告をお忘れなく！
○ 扶養、障害者、寡婦、ひとり

親控除などの所得控除は、
申告をしないと受けられま
せん。

○ 市県民税が非課税になる
人でも、申告しなければ課
税になる場合があります。

○ 所得のない人でも、申告を
しないと国民健康保険税
の軽減制度を受けることが
できない場合が
あります。
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※上記の対象地区にかかわらず、全ての会場で市内全域の申告相談をお受けします。
※3月13日㈬、14日㈭の2日間は、市民会館にて19時まで申告相談をお受けします。
※申告期間中は、税務課窓口で申告相談をお受けできません。
※確定申告のお知らせが届かなくても、申告が必要な場合があります。該当するかどうか不明なときは、  
2月上旬までに税務課へお問い合わせください。

受付：8時30分～　相談時間：9時～16時

井 原 地 区 芳 井 地 区 美 星 地 区
会  場 市民会館 芳井生涯学習センター 美星支所
月  日 対 象 地 区 対 象 地 区 対 象 地 区

2月14日㈬ 北山町 青野町 稗原町 － －

15日㈭ 野上町
梶江 簗瀬

宇戸谷 上高末

16日㈮ 門田町 西方町 烏頭 宇戸

19日㈪
西江原町 与井 宇戸川 東水砂 大倉

20日㈫

21日㈬ 木之子町
佐原 東吉井

三山22日㈭ 東江原町 神代町

26日㈪
高屋町 西吉井

27日㈫ 西水砂

28日㈬ 上稲木町 下稲木町 岩倉町 共和 三原

黒忠29日㈭ 大江町 明治

3月 1日㈮ 七日市町
川相 天神山

4日㈪ 上出部町

明治5日㈫ 下出部町
芳井地区全域

6日㈬ 笹賀町

7日㈭ 井原町
（北山町の一部含む）

－

黒木 星田

8日㈮ 星田

11日㈪
市内全域

星田 塩こぼし

12日㈫ 美星地区全域

13日㈬ 市内全域
（19時まで受付） －14日㈭

15日㈮ 市内全域

申告相談日程表申告相談日程表

マイナンバーの記載が必要です
　申告の際に「マイナンバーカード」または「通知カードおよび運転免許証などの身分
証明書」を持参してください。郵送の場合は、これらの写しを添付してください。
　また、被扶養者についてもマイナンバーを記載する必要がありますので、確認して
おいてください。
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障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
手
帳

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
手
帳

の
交
付
基
準
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
所
得

の
交
付
基
準
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
所
得

税
法
お
よ
び
地
方
税
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る「
障
害
者

税
法
お
よ
び
地
方
税
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る「
障
害
者

控
除
」を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

控
除
」を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
が
発
行
す
る

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
が
発
行
す
る

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」が
必
要
に
な
り
ま
す
。

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」が
必
要
に
な
り
ま
す
。

対　
象

対　
象

　　
市
内
在
住
の

市
内
在
住
の
6565
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
人
で
、寝
た
き
り
や
認
知
症
の
状
態
が
一
定
の

い
る
人
で
、寝
た
き
り
や
認
知
症
の
状
態
が
一
定
の

基
準
に
該
当
し「
身
体
障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害
者

基
準
に
該
当
し「
身
体
障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害
者

に
準
ず
る
人
」と
し
て
認
め
ら
れ
る
人

に
準
ず
る
人
」と
し
て
認
め
ら
れ
る
人

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
制
度
制
度

～
障
害
者
手
帳
が
な
く
て
も

～
障
害
者
手
帳
が
な
く
て
も

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
～

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
～

公的年金等の源泉徴収票
　令和5年分の「公的年金等の源泉徴収票」が、1月
中に年金事務所から送付されます。
　所得税が源泉徴収されたか否かにかかわらず、
老齢または退職を支給事由とする年金を受給して
いる人全員に送付されますので、確定申告などに
ご利用ください。
　なお、障害年金や遺族年金については課税対象
となりませんので、源泉徴収票は発行されません。

　いまだに持ち主が確認できていない
記録が約1，726万件残っています。自分の
年金記録に「もれ」や「誤り」があるのでは
と心配のある人はご相談ください。
問ねんきん定期便・ねんきんネット等

　専用ダイヤル（☎0570-058-555）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
支
払
い
の

手
間
や
時
間
が
省
け
る「
口
座
振
替
」が
便
利

で
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
で
保
険
料
を
ま
と

め
て
前
納
し
た
場
合
は
、
割
引
料
金
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
前
納
の
単
位
は
半
年・1
年・2
年
を
選
択

で
き
ま
す
。

口
座
振
替
の
申
込
方
法

　
上
記
や
芳
井・美
星
各
支
所
の
窓
口
ま
た
は

金
融
機
関
窓
口
に
備
え
付
け
の「
口
座
振
替

納
付
申
出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入・押
印

の
上
、
提
出

※
基
礎
年
金
番
号
と
金
融
機
関
届
け
出
印
が

必
要
で
す
。

申
込
締
切
日

　
前
納（
4
月
か
ら
の
半
年・1
年・2
年
分
）

の
申
し
込
み
は
2
月
29
日（
木
）ま
で

※
手
続
き
に
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
し
て
い
る
人

は
、
再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
前
納
の
口
座
振
替
日
は
、
4
月
30
日（
火
）

で
す
。

※
こ
の
他
に
、
早
割
制
度（
当
月
保
険
料
の

当
月
末
振
替
）も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

問1階、市民課 （☎�9514）、倉敷西年金事務所（☎086-523-6395）

申
請
方
法

申
請
方
法

　　
福
祉
課
ま
た
は
芳
井・

福
祉
課
ま
た
は
芳
井・

美
星
各
支
所
に
備
え

美
星
各
支
所
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
記
入・

付
け
の
申
請
書
に
記
入・

押
印
の
上
、
提
出

押
印
の
上
、
提
出

問
1
階
、福
祉
課

（
☎
�
9
5
1
8
）

芳
井
振
興
課

（
☎
�
0
1
1
0
）

美
星
振
興
課

（
☎
�
3
1
1
1
）

あなたの年金記録
もう一度、ご確認を

控除額一覧

区　分 所得税 市県民税

障害者控除額 27万円 26万円

特別障害者控除額 40万円 30万円

年金についてのお知らせ年金についてのお知らせ
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★11月1日～ 30日★★11月1日～ 30日★
井原鉄道スタートレイン車内広告掲示、市内交流拠点施設でのポスター掲示による光害啓発井原鉄道スタートレイン車内広告掲示、市内交流拠点施設でのポスター掲示による光害啓発

ライトダウンに合わせて行った星空
観望会の様子

星空保護区（コミュニティ部門）認定2周年記念星空保護区（コミュニティ部門）認定2周年記念
「美星☆星空月間2023」「美星☆星空月間2023」

★11月6日★★11月6日★
東洋大学 東洋大学 越越

お ちお ち

智智信信
のぶあきのぶあき

彰彰先生（ダークスカイ・先生（ダークスカイ・
ジャパン代表）による光害に関する授業ジャパン代表）による光害に関する授業

★11月18日★★11月18日★
ライトダウンイベント（実証実験）ライトダウンイベント（実証実験）

★11月25日★★11月25日★
「星の郷まちづくりシンポジウム２０２３「星の郷まちづくりシンポジウム２０２３
　－宇宙を楽しもう－」の開催　－宇宙を楽しもう－」の開催

手回し発電機を使った授業の様子 シンポジウムの様子

ライトダウンされた商業施設の看板

　令和3年11月1日、井原市美星町が星空版の世界遺産と称される「星空保護区（コミュニティ部門）」に
アジアで初めて認定されたことを機に、11月を「美星☆星空月間」と銘打って、市内各地で光害啓発・
星空環境保護意識の醸成を目的としたさまざまなイベントや「宇宙を楽しもう」をテーマにしたシンポ
ジウムを開催しました。

　光害研究の第一人者である同氏を講師にお招き
し、美星小学校児童を対象に光害を学ぶ環境学習
の授業を行いました。

　期間中、星空保護区認定制度や認定地の紹介、光害に関することについて、井原鉄道スタートレイン
車内や井原駅ビル内、星の郷観光案内所においてポスター掲示を行いました。

　宇宙の魅力を発信する「宇宙タレント」の黒
くろ だ
田

有
あり さ
彩さんをはじめ、天文関係者や航空・宇宙産業

に携わる方々をお招きして、宇宙の魅力を語り
合いました。

　市内商業施設に協力を依頼し、店舗照明の消灯個所数の増減によって屋外の星空観望環境がどのように
変化するか実証実験を行いました。

問観光交流課（☎�8850）

   令和6年1月（10）
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鏡獅子 20年ぶりの里帰り鏡獅子 20年ぶりの里帰り
　平櫛田中が22年の歳月をかけて完成した傑作　平櫛田中が22年の歳月をかけて完成した傑作
が平成15年以来、20年ぶりに井原市で展示されが平成15年以来、20年ぶりに井原市で展示され
ます。「鏡獅子」を展示している国立劇場が建てます。「鏡獅子」を展示している国立劇場が建て
替えられるため平櫛田中美術館で5年半にわたって替えられるため平櫛田中美術館で5年半にわたって
展示されます。展示されます。

○会　期　2月7日（水）から約5年半○会　期　2月7日（水）から約5年半
○入館料　�一般500円（15人以上の団体400円）○入館料　�一般500円（15人以上の団体400円）
　　　　　��※高校生以下、市内在住の65歳以上、　　　　　��※高校生以下、市内在住の65歳以上、

身体障害者手帳などをお持ちの人は身体障害者手帳などをお持ちの人は
無料です。特別展の際は料金が異なり無料です。特別展の際は料金が異なり
ます。ます。

○開館時間　9時～ 17時（入館は16時30分まで）○開館時間　9時～ 17時（入館は16時30分まで）
○休館日　月曜日○休館日　月曜日
※月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館※月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館

平櫛田中《鏡獅子》1958年　東京国立近代平櫛田中《鏡獅子》1958年　東京国立近代
美術館蔵　撮影　坂本写真研究所美術館蔵　撮影　坂本写真研究所

問平櫛田中美術館（☎�8787）問平櫛田中美術館（☎�8787）

　平櫛田中が数え100歳の時、制定した平櫛田中平櫛田中が数え100歳の時、制定した平櫛田中
賞。文化勲章受章者の賞。文化勲章受章者の淀淀

よ ど いよ ど い
井井敏敏

と し おと し お
夫夫、、澄澄

すみかわすみかわ
川川喜喜

き い ちき い ち
一一をを

はじめとする歴代受賞者の彫刻を展示しています。はじめとする歴代受賞者の彫刻を展示しています。
田中芸術と併せて、後継者たちの力強い彫刻の田中芸術と併せて、後継者たちの力強い彫刻の
数々をお楽しみください。数々をお楽しみください。

○会　期　1月28日（日）まで○会　期　1月28日（日）まで
○入館料　�一般500円（15人以上の団体400円）○入館料　�一般500円（15人以上の団体400円）
　　　　　��※高校生以下、市内在住の65歳以上、　　　　　��※高校生以下、市内在住の65歳以上、

身体障害者手帳などをお持ちの人は身体障害者手帳などをお持ちの人は
無料です。特別展の際は料金が異なり無料です。特別展の際は料金が異なり
ます。ます。

○開館時間　9時～ 17時（入館は16時30分まで）○開館時間　9時～ 17時（入館は16時30分まで）
○休館日　月曜日○休館日　月曜日
※月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館※月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館

澄川喜一澄川喜一
「そりとそぎのあるかたち「そりとそぎのあるかたち’’81」81」

平櫛田中美術館 所蔵名品展Ⅲ平櫛田中美術館 所蔵名品展Ⅲ
平櫛田中賞－彫刻の未来をつなぐものたち－平櫛田中賞－彫刻の未来をつなぐものたち－
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力強い彫刻の数々を楽しんで
リニューアルオープン記念�所蔵名品展Ⅲ

12/2～

　平櫛田中美術館でリニューアルオープン記念所蔵名品展Ⅲ
「平櫛田中賞－彫刻の未来をつなぐものたち－」が開催されて
います。平櫛田中が数え100歳の時に制定した平櫛田中賞。
淀
よ ど い

井敏
と し お

夫、澄
すみかわ

川喜
き い ち

一をはじめとする歴代受賞者の彫刻が展示
されています。訪れた来館者は力強く迫力のある彫刻の数々
に魅了されていました。

いつまでもお元気で
100歳の長寿を祝う

12/3、
    19

河合 スミエさん河合 スミエさん

　12月3日に芳井町の河
か わ い

合スミエさんが、
19日に美星町の岡

お か だ
田冨

ふ み こ
美子さんが100歳

の誕生日を迎えられ、ご家族と共に長寿
を祝いました。12月22日現在、市内の
100歳以上の人は、男性7人、女性60人の
計67人となっています。

岡田 冨美子さん岡田 冨美子さん

師走の井原路を力走
市駅伝競走大会12/10

　いばらサンサン交流館を発着点に市駅伝競走大会が開催
されました。今回よりコースや距離を一新し、男子16.0㎞、
女子11.2㎞のいずれも5区間で熱戦が繰り広げられました。
中学校の部と高校・一般の部それぞれ男子・女子の4部門に、
市内外から47チームが参加し、選手たちは沿道の声援を
受け懸命にタスキをつないでいました。
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　12月3日から9日までの障害者週間にちなみ、ふれあい
アート展が、市役所の市民サロンで開催されました。
会場には、絵画や手工芸など障害のある人が趣味や技術
を生かして制作した作品が展示され、来場者は障害に
対する理解を深めながら、個性豊かな作品を熱心に鑑賞
していました。

新鮮な高原野菜が盛りだくさん
明治ごんぼう村フェスティバル

12/3

　人権セミナー 2023がアクティブライフ井原で開催
され、人権啓発標語・ポスターコンクール入賞者の
表彰が行われました。表彰式に続き、お笑い芸人
髭

ひげだんしゃく
男爵の山

や ま だ
田ルイ53世

せい
さんによる、自身のひきこもり

経験を語った講演が行われ、参加者はひきこもりに
ついて理解を深めていました。

思いやりあふれるまちに
人権セミナー 202312/16

　明治ごんぼう村ふれあい広場で明治ごんぼう村フェス
ティバルが開催されました。特産の明治ごんぼうを
はじめとした新鮮野菜の即売のほか、食べ物屋台の
出店や鳴滝太鼓などのステージイベント、ごんぼう汁
の無料提供も行われ、旬の味覚を買い求める多くの人で
にぎわいました。

個性豊かな作品がずらり
ふれあいアート展

12/4
  ～ 8

　井原体育館で、井原新体操フェスティバルが開催
されました。昨年インターハイで優勝した地元井原
高校と日ノ本学園高校が男女そろって出演するなど、
全国トップレベルの華麗な演技に、会場から大きな
拍手が送られました。また、同日同会場では、優秀な
成績を収めた選手や団体に送られる「スポーツ奨励賞」
が、井原高校男子新体操部に贈られました。

一糸乱れぬ華麗な演技
井原新体操フェスティバル12/3
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作　
品

☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆

☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆

このページでは、市内の小・中学校、高等学校からこのページでは、市内の小・中学校、高等学校から
寄せられた作文や作品、その他情報を紹介します寄せられた作文や作品、その他情報を紹介します。。

スクールスクール

作　
文

『
ア
サ
ガ
オ
リ
ー
ス
』

　
県
主
小
学
校
一
年　

大お
お
も
と本 

航こ
う
き生

さ
ん

　
そ
だ
て
て
い
た
ア
サ
ガ
オ
の
つ
る
で
リ
ー
ス
を
つ
く
り

ま
し
た
。
ポ
ン
ポ
ン
を
つ
け
る
の
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

「
サ
プ
ラ
イ
ズ
あ
り
の
最
高
の
文
化
祭
」

木
之
子
中
学
校 

生
徒
会
長 

武む
と
う藤 

喜よ
し
の
ぶ伸

　
木
之
子
中
学
校
で
は
十
月
に
文
化
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
百
花

繚り
ょ
う
ら
ん

乱
」で
す
。「
百
花
繚
乱
」と
は
、優
れ
た

人
物
が
一
つ
の
場
所
に
集
ま
る
と
い
う
意
味

で
す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は「
文
化
祭

ま
で
に
い
ろ
い
ろ
と
準
備
し
て
き
た
先
生
方

と
全
生
徒
が
力
を
合
わ
せ
、最
高
の
文
化
祭

を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
」と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
年
生
は「
西
遊
記
」を
演
じ
ま
し
た
。

劇
を
通
し
て
仲
間
と
協
力
す
る
大
切
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
一
年
生
自
身
も
準
備

を
進
め
る
中
で
、仲
間
が
い
る
う
れ
し
さ

や
協
力
す
る
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
二
年
生
は
、朗
読
劇「
１
９
４
５
～
夏
の

日
の
君
に
～
」で
広
島
平
和
学
習
で
学
ん
だ

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
迫
真
の
演
技
と

朗
読
で
、戦
争
の
悲
惨
さ
や
怖
さ
、い
か
に

平
和
が
尊
い
か
と
い
う
こ
と
を
観
客
に
伝
え

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
三
年
生
は「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」を
演
じ

ま
し
た
。
役
者
一
人
が
役
を
作
り
上
げ
る

形
式
で
は
な
く
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
人
と

役
者
の
人
が
、一
体
と
な
っ
て
、ひ
と
つ
の

役
を
作
り
上
げ
る
形
式
で
劇
を
し
ま
し
た
。

苦
労
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

三
年
間
の
集
大
成
を
こ
の
劇
で
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
全
生
徒
が
少
な
い
準
備

期
間
の
中
で
、
最
高
の
劇
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、今
年
は
井
原
市
制
施
行
70
周
年

を
記
念
し
て
、井
原
市
出
身
の
藤ふ
じ
か
わ川
千ち
あ
い愛

さ
ん
が
作
詞
さ
れ
た「
普
通
じ
ゃ
な
い
世
界

を
知
ら
な
か
っ
た
僕
ら
」を
、全
校
生
徒
で

合
唱
し
ま
し
た
。
藤
川
さ
ん
が
こ
の
曲
に

込
め
た
想
い
を
、全
力
で
観
客
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、全
校

合
唱
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
は
、サ
プ
ラ
イ
ズ

で
藤
川
さ
ん
本
人
が
来
て
く
だ
さ
り
、本
当

に
驚
き
ま
し
た
。
一
緒
に「
普
通
じ
ゃ
な
い

世
界
を
知
ら
な
か
っ
た
僕
ら
」を
歌
い
、会
場

全
体
が
一
体
と
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
、
夢
の
よ
う
な
時
間
と

な
り
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。「
百
花

繚
乱
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
全
生
徒
が

主
役
と
な
り
、最
高
の
文
化
祭
を
作
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

木
之
子
中
学
校
の
伝
統
の
ひ
と
つ
で
あ
る

文
化
祭
が
、引
き
継
が
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

『
は
り
ね
ず
み
の
仲
間
た
ち
』

　
青
野
小
学
校
六
年　

井い
の
う
え上 

奏か

の音
さ
ん

　
切
り
株
の
傷
を
ぼ
さ
ぼ
さ
の
筆
で
再
現
し
て
、は
り
ね

ず
み
の
か
わ
い
ら
し
さ
を
色
や
格
好
で
表
現
し
ま
し
た
。
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■総合進学コース
■キャリアデザインコース（商業系・工業系） ■スポーツコース

TEL 62-0124　https://www.kojokan-h.ed.jp

 ◀ホームページ

　岡山県高校駅伝競走大会において、女子
駅伝チームは1時間11分46秒の成績で
25連覇を達成することができました。
校内では、全国大会に向けて壮行式も開催
しました。陸上競技部はいつも応援して
くださる皆さまへの感謝の気持ちを忘れず、
日々精進を継続しています。井原市の
皆さまに良い結果のご報告を届けられる
よう頑張っていますので、引き続き応援
いただきますようお願いいたします。

　1月13日・14日に県外入試、1月25日に選抜1期入試（県内）が実施されます。
多くの方の受験をお待ちしております。

　陸上競技部女子 
     　全国高校駅伝競走大会25年連続出場！！

2学年　修学旅行
　今年は生徒アンケートの結果から、沖縄での修学旅行を実施しました。マリンジェット今年は生徒アンケートの結果から、沖縄での修学旅行を実施しました。マリンジェット
やマリンクラフトなどを通して沖縄の自然を満喫してきました。また、普段の学校生活やマリンクラフトなどを通して沖縄の自然を満喫してきました。また、普段の学校生活
では体験できない学びも多くあり、充実した3泊4日の修学旅行でした。では体験できない学びも多くあり、充実した3泊4日の修学旅行でした。

令和6年度入試実施
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市民市民のの  
  ひ ろ ばひ ろ ば
   このページでは、このページでは、
皆さまから寄せられ皆さまから寄せられ
た作品を紹介しますた作品を紹介します。。

　
今
月
号
の
記
事
の
中
か
ら
ク
イ
ズ

を
出
題
し
ま
す
。答
え
と
住
所
、氏
名
、

ま
た「
広
報
い
ば
ら
」に
対
す
る
ご
意
見・

ご
感
想
を
記
入
の
上
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
一
人

の
方
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
な
お
、
抽
選
結
果
は
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ク

イ

ズ
（先月号の答え：ノロ）

問
題：
平
櫛
田
中
が
22
年
の

歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た

傑
作「
〇
〇
〇
」が
、国
立
劇
場

建
て
替
え
の
た
め
20
年
ぶ
り

に
里
帰
り
し
ま
す
。
さ
て
、

〇
〇
〇
に
入
る
文
字
は
何
で

し
ょ
う
。

「
市
民
の
ひ
ろ
ば
」・「
ク
イ
ズ
」の

応
募
は
、
ハ
ガ
キ・Em

ail

の

い
ず
れ
か
で
、
左
記
へ
お
願
い
し

ま
す
。（
作
品
は
20
字
～
30
字
の

コ
メ
ン
ト
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
）

な
お
締
め
切
り
は
、
令
和
6
年

2
月
1
日（
木
）必
着
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
先

〒 

７
１
５-

８
６
０
１

井
原
町
３
１
１
番
地
1

　
井
原
市
役
所
総
合
政
策
部 

秘
書
広
報
課 

広
報
係

Em
ail:hishokouhou

@
city.ibara.lg.jp

▶
ク
イ
ズ
応
募

は
こ
ち
ら
か
ら

▶
秘
書
広
報
課

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

俳　
句

川　
柳 さ
さ
や
か
な 

夢
を
抱
き
て 

年
迎
ふ

塩し
わ
く飽 

綾あ
や
こ子
さ
ん 

（
上
稲
木
町
）

時
ときおか

岡 美
よ し え

江さん （西江原町）

着物のリメイクで作りました。
羽織って、ラフにも着れます。

『ロング・ベスト』
洋裁

妹
せ の お

尾 富
ふ み え

美惠さん（芳井町）

秋の野のいろいろな草花を組み合わ
せて描いてみました。

『中秋』
日本画(20号）

赤塚 昌
しょうじ

司さん （芳井町）

おいしいトマトができました。黄色の
アイコが特に美味。

『三種のトマト』
はがき絵

池
い け だ

田 淳
じゅんこ

子さん（東江原町） 
消しゴムはんこでやってみました。
今年も楽しい年となりますように。

『白峯神社 笑い龍』
絵手紙

新
聞
を 

め
く
る
と
銃
の 

音
が
す
る 

伊だ

て達 

照て
る
み美

さ
ん　
（
井
原
町
）

お
は
よ
う
と 

声
の
ト
ー
ン
で 

安
ど
す
る 

定さ
だ
み
つ光 

操み
さ
おさ
ん 

（
西
江
原
町
）
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子育てページ

すす
くく
すす
くく

わがやのわがやの
げんきっこげんきっこ

父：茂樹さん、母：久美子さん
からのメッセージ

「笑顔がかわいいりっくん♡
元気に、すくすく大きくな～れ！」

三
み や け

宅 凛
り く と

空斗ちゃん
（令和5年3月23日生）

【西江原町】

父：進さん、母：智穂さん
からのメッセージ

「いつも、かわいい笑顔をありがとう。
すくすく成長してね」

川
か わ い

合 里
さ と み

実ちゃん
（令和4年3月20日生）

【西江原町】

2月 ※事前に予約
が必要です。

井原市子育て支援センター　（☎� 4970）
たかや子育て支援センター　（☎� 0102）
つどいの広場　　　　　　（☎� 7708）
井原児童会館　　　　　  （☎� 8117）
木之子児童会館　　　　  （☎� 4404）
高屋児童会館　　　　　  （☎� 3760）
芳井児童会館　　　　　  （☎� 1312）

児童会館Instagram
アカウント開設！

児童会館の様子やイベント
情報などを発信します♪

と　きと　き 内　容内　容 ところところ 主　催主　催
1日㈭ 10時～

（雨天中止）
鬼は～そと！！福は～うち！
～元気に豆まきをしよう～ 高屋南保育園園庭 たかや子育て支援センター

2日㈮ 10時20分～ 豆まきパラパラ つどいの広場 つどいの広場
7日㈬ 10時30分～ みんなでおしゃべりタイム♪ 芳井児童会館 芳井児童会館

13日㈫ 10時30分～ おはなしひろば♪ 木之子児童会館 木之子児童会館

16日㈮

10時～
とんとん
トートバックを作ろう！
とんとん隊

井原市社会福祉協
議会（総合福祉セ
ンター）

井原市子育て支援センター

10時～
すわき先生の積み木の
ワークショップ第2回
～積み木あそびが育ててくれる
もの～（子育て相談あり）

高屋南保育園 たかや子育て支援センター

19日㈪ 13時30分～ おひさまバースデー つどいの広場 つどいの広場
21日㈬ 10時30分～ 動くおもちゃを作ろう！ 井原児童会館 井原児童会館

22日㈭ 10時～
もうすぐひなまつり！！
～かわいいおひな様を
　　　　　　　作ろう♡～

高屋公民館集会室 たかや子育て支援センター

29日㈭ 10時～ おだいりさま♡おひなさま 井原児童会館 井原市子育て支援センター

児 童 会 館 だ よ り
☆おすすめの遊び☆

0歳児～小学生向け
「工作ラボ☆」　　　高屋児童会館

4歳児～小学生向け

※予約は不要です。

「毛糸で遊ぼう♪」　井原児童会館
「フェルトでハンドメイド」
　　　　　　　　木之子児童会館

「新聞あそび」　　　芳井児童会館

☆中高生のふれあい交流事業☆
※予約が必要です。

「みんなdeほっこり＆
パワークッキング」

と　き　2月10日㈯　10時～
ところ　井原児童会館
定　員　30人
対　象　4歳～小学生・保護者
　　　　（未就学児は保護者同伴）

問井原児童会館

冬のお散歩

　お散歩をする時は、人混みを避け、短い時間で、日差し
の暖かいお昼前後に出掛けるのがおすすめです。
　赤ちゃんの体調や天気を見ながら、一緒に冬のお散歩
を楽しみましょう。

問つどいの広場（☎�7708）

　赤ちゃんをお散歩に連れて行ってあげたいけれど、冬の寒さ
で風邪を引いたらどうしよう？と迷われる人も多いのではない
でしょうか。でも、冬のお散歩には、こんなメリットがあります。

〇冷たい外の空気を吸うことによって呼吸機能が鍛えられ、
　免疫の機能が高まる
〇風を感じたり音を聞いたりすることで、赤ちゃんの発育・
　発達にとって大切な「五感」が刺激される
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市役所の休日電話 井原市役所：TEL�9555市役所の休日電話 井原市役所：TEL�9555（夜間も対応）（夜間も対応） 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111 情報のひろば

　市では、幼稚園・小学校・中学校で、臨時
職員が必要となった場合に、あらかじめ登録
した人の中から選考し、採用する制度を
設けています。

問4階、学校教育課（☎�9532）

職　種
● 幼稚園・小学校・中学校の講師または

非常勤講師
※幼稚園教諭・小学校教諭・中学校教諭の
１種または2種、専修の免許状が必要です。
● 養護助教諭、学校事務職員、学校司書

登録方法　
　 指定の履歴書に記入の上、学校教育課

へ申し込み
※ 履 歴 書 の 様 式 は、市 ホ ー ム
ページからダウンロードできます。
また、申込時に面接を実施します
ので、事前に電話連絡の上、来庁
してください。
※登録しても必ず採用されるとは限りま
せんので、ご了承ください。

▲市ホーム
　ページ

問 1階、市民活動推進課（☎�9508）
　生涯学習課（☎�3347）

井原市まち＆ひとづくり井原市まち＆ひとづくり

と　き　 2月4日（日）　13時～16時
ところ　芳井生涯学習センター　
対　象　・各地区まちづくり関係者
　　　　・市内ひとづくり関係者
　　　　・市内中高生
　　　　・地域住民　など
主　催　・井原市、井原市教育委員会
　　　　・井原市まちづくり協議会連絡会議
　　　　・井原市ひとづくり実行委員会
テーマ　
　「共に創ろう 幸せが実感できるまち井原
　　　　　～つながりが生み出す 今・未来～」
内　容　
　 ・基調提案
　 ・活動発表
　　（ステージ発表、ブース発表））
　 ・グループワーク（交流）
　 ・活動報告展示
　 ・特産品などの販売　など

フェスタフェスタ

　市では、令和6年度に発行する「広報いばら」に、
広告の掲載を希望する法人・個人を募集します。
　ぜひご利用ください。

申込締切　2月29日（木）
申込方法　  所定の申込書に記入の上、
　　　　　秘書広報課に提出
 ※原則、年度途中の申し込みはできません。掲載
要件など、詳しくはお問い合わせください。
広告の規格・掲載料
1号広告（枠全面）　    3万円（縦4.5㎝×横17.3㎝）
2号広告（枠2/3面）    2万円（縦4.5㎝×横11.4㎝）
3号広告（枠半面） 1万5千円（縦4.5㎝×横 8.5㎝）
4号広告（枠1/3面）     1万円（縦4.5㎝×横 5.6㎝）
※広告掲載料は掲載1回当たりの金額です。

令和6年度

問3階、秘書広報課（☎�9501）

幼稚園、小・中学校幼稚園、小・中学校
臨時講師の登録臨時講師の登録

～みんなでつながり、
今・未来を考えましょう！～

「広報いばら」
掲載広告募集！

広告枠 広告枠

▲市ホーム
　ページ
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パブリック・コメント手続
～皆さんの意見を募集します～

　令和6年度から開始する計画について、次のとおり
「パブリック・コメント」を実施し、皆さんの意見を
募集します。

案件名・閲覧場所
① 井原市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
（第9期）（素案）

　　…介護保険課、情報プラザ、芳井・美星各支所
②井原市地域公共交通計画 一部改定（素案）

…企画振興課、情報プラザ、芳井・美星各支所
③井原市国民保護計画（変更案）

…危機管理課、情報プラザ、芳井・美星各支所
意見募集期間　①1月17日（水）まで

②、③2月5日（月）まで

問3階、企画振興課（☎�9504）

　詳しくは市ホームページに掲載
していますのでご覧ください。

災害時こそ地域ぐるみの力を
～防災について考えてみましょう～

●防災とボランティア
災害時のボランティア活動や、自主的な防災活動

への理解と認識を深めることを目的として、毎年
1月17日を「防災とボランティアの日」とし、この
日を中心とした1月15日から21日までの7日間を

「防災とボランティア週間」としています。
　自ら行動し、互いに助け合う安全・安心な地域
づくりを心掛けましょう。
★この機会に身近な防災対策について話し合い、
見直してみましょう！
・家庭での家具類の転倒・落下防止対策を行う
・食料や救急用品のほか、マスクなどの感染症対策

の「非常持出品」や「家庭内備蓄」を
備えておく

・家族で防災マップを確認し、避難行動
や避難場所、避難経路を確認しておく

・安全な地域に住んでいる親戚や知人
の家などへの避難を検討する

問3階、危機管理課（☎�9550）

●対策のポイント
温暖な地域の生き物なので、マイナス3℃程度で

死滅すると言われています。それ以上の温度を保って
いる土や水の中にいる貝を破砕したり、寒気にさら
したりすることで、越冬する数を減らすことができ
ます。

●対策の方法
①冬期の水田の耕うん
　（発生している場合に必ず実施）

　　土壌が乾燥して固い厳寒期（１～２月）に、トラ
　クターの走行速度を遅く、ロータリーの回転を速く
　し、土壌を細かく砕くように耕うんを行うこと
　で、浅い土中の貝の破砕や寒気にさらすことに
　よる死滅が期待できます。トラクターを移動する
　前には、しっかり泥を落として、別の田へ貝を持ち
　込まないようにしましょう。

②冬期の水路の泥上げ
　（発生量が多い場合に実施）
　　用排水路内の水たまりや泥の中で越冬する

　　貝もいます。越冬場所を無くし、寒風にさらす
　ため、水路の泥上げを地域全体で行いましょう。

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の水稲被害対策
～厳寒期の今から対策を！～

　スクミリンゴガイによる食害の発生は田植え後ですが、越冬する貝を減らすことで、被害を抑えること
が期待できます。厳寒期の対策と、田植え前後の対策を組み合わせて実施しましょう。

問2階、農林課（☎�9522）
　井笠農業普及指導センター (☎0865-69-1652)

◆次期作に向けて
食害されにくい4葉期以上の中苗～成苗を田

植えして被害を軽減する対策もあります。貝が
多いほ場では検討してみましょう。
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お
知
ら
せ

文
化
財
防
火
デ
ー

　
昭
和
24
年
1
月
26
日
法
隆
寺

金
堂
の
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と

に
よ
り
、
昭
和
30
年
か
ら
毎
年

1
月
26
日
を「
文
化
財
防
火
デ

ー
」と
定
め
て
お
り
、

今
年
で
70
回
目
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
文
化
財

を
火
災
、
震
災
そ

の
他
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

運
動
を
全
国
的
に
展
開
し
、
文

化
財
愛
護
精
神
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
は
、
私
た
ち
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
た
め
、火
災
な
ど

の
各
種
災
害
か
ら
文
化
財
を
守

る
た
め
に
は
、関
係
機
関
や
文
化

財
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、私
た
ち

地
域
住
民
の
防
火・
防
災
意
識

の
高
揚
が
必
要
で
す
。

　
国・県・市
に
よ
り
指
定
さ
れ

て
い
る
文
化
財
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
神
社
、
仏
閣
も
私
た
ち

の
財
産
で
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
文
化
財
を
各

種
災
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

問  

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
９
４
０
２
）

住民税非課税世帯などに対する
臨時特別給付金

　令和5年度住民税非課税世帯に対して、
1世帯当たり7万円の給付金を支給します。
　令和5年12月1日に井原市に住民登録
がある対象世帯で、令和5年夏以降3万円
を支給した世帯には振込通知書を送付した
後、追加給付を行います。
　未支給の世帯や転入により税情報が不明
な世帯などは確認書あるいは申請書の
提出が必要です。
対象世帯　
　令和5年度住民税非課税世帯で、令和
　5年12月1日に井原市に住民登録のある
　世帯
給付金額　1世帯7万円

　
不
要
と
な
っ
た
備
品
を
売
却

し
ま
す
。

売
却
物
件　

　
薪
割
機　
1
台

　
（
平
成
3
年
3
月
19
日
購
入
）

　

エ
ン
ジ
ン（
カ
ワ
サ
キ
Ｆ
Ａ

　
２
１
０
Ｄ　
５
．
２
Ｐ
Ｓ
）

最
低
売
払
価
格　

　
５
０
，
０
０
０
円

と　
き　
2
月
9
日（
金
）10

時
～

と
こ
ろ　

　
芳
井
町
吉
井
１
６
８
３
番
地
１

　
炭
焼
公
園（芳

井
体
育
館
南
側
）

不
要
備
品
の
売
却

～ 

四
島
想
い 

心
に
点
す

 

返
還
の
火 

～

　

北
方
四
島（
歯は

ぼ
ま
い
ぐ
ん
と
う

舞
群
島
、

色し
こ
た
ん
と
う

丹
島
、国く

な
し
り
と
う

後
島
、択え

と
ろ
ふ
と
う

捉
島
）の

返
還
を
求
め
て
、
2
月
7
日
の

「
北
方
領
土
の
日
」を
中
心
に
各
地

で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ

ま
す
。2
月
7
日
は
、１
８
５
５

年
の
こ
の
日
、
伊
豆
の
下
田
に

お
い
て
日
魯
通
好
条
約
が
調
印

さ
れ
、日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
間

に
国
境
が
画
定
さ
れ
た
日
で
す
。

　　

北
方
四
島
の
一
日
も
早
い

返
還
実
現
の
た
め
に
は
、私
た
ち

が
こ
の
問
題
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

問 
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

県
民
会
議
事
務
局

（
☎
０
８
６・２
２
６・７
１
５
８
）

2
月
は
北
方
領
土

返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

●
2
月
8
日（
木
）

さ
ん
太
ホ
ー
ル

　
「
北
方
領
土
返
還
要
求

岡
山
県
民
大
会
」

●
1
月
17
日（
水
）～

2
月
18
日（
日
）

岡
山
県
立
図
書
館

　
「
北
方
領
土
に
関
す
る

テ
ー
マ
展
示
」

売
却
方
法　

　
せ
り
売
り

申
込
締
切　

　
2
月
2
日（
金
）

受
付
時
間　

　
9
時
～
17
時

申
込
方
法　

　
財
政
課
へ
備
え
付
け
の
参
加

　
申
込
書
に
記
入
の
上
、
提
出

※
参
加
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
見
学
会
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

売
却
物
件
を
確
認
し
た
い
人
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
3
階
、
財
政
課

（
☎
�
９
５
０
７
）

問1階、福祉課（☎�9526）

岡山県特定最低賃金 1時間あたりの額
耐火物製造業 980円　　
鉄鋼業 1,050円　　
一般機械器具製造業 1,005円　　
電気機械器具製造業 974円　　
自動車・同附属品製造業 991円　　
船舶製造・修理業、舶用機関製造業 1,041円　　
各種商品小売業 933円　　

問岡山労働局賃金室（☎086-225-2014）

　

道
路
の
穴
ぼ
こ
、用

水
路
・
側
溝
の
危
険
箇
所

を
発
見
し
た
と
き
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
２
階
、
建
設
課

（
☎
�
９
５
２
４
）
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美
星
天
文
台

★
市
民
無
料
公
開
日

と　
き　

　
2
月
16
日（
金
）

　
　
13
時
45
分
～
16
時
、

　
18
時
～
22
時

と
こ
ろ　　

　
美
星
天
文
台

内 　
容　

　
「
星
と
宇
宙
の
立
体
映
像
シ
ス

　
テ
ム（
４
Ｄ
２
Ｕ
）」の
投
影

　
（
14
時
か
ら
）や
、
夜
間
は
木

　
星
な
ど
を
観
察

★
い
ば
ら
天
文
講
座

「
銀
河
の
形
と
進
化
」

と　
き　

　
2
月
18
日（
日
）

　
14
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　　

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原

内 　
容　

　

 

私
た
ち
の
太
陽
系
が
位
置
す
る

天
の
川
銀
河
の
よ
う
な
円
盤

銀
河
や
楕
円
銀
河
、
不
規
則

な
形
状
の
銀
河
な
ど
の
多
様

な
姿
を
し
た
銀
河
が
、
時
間

と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
進
化

し
て
き
た
の
か
解
説

講　
師　
村む

ら
た田　
勝か
つ
ひ
ろ寛　
氏

　
　
（
京
都
大
学
特
定
准
教
授
）

参
加
料　
無
料

定　
員　
40
人

※
前
日
ま
で
に
美
星
天
文
台
へ

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
星
空
公
園
観
望
会

と　
き　

　
2
月
21
日（
水
）

19
時
30
分
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　　

　
星
空
公
園

内 　
容　

　
60
㎝
望
遠
鏡
で
木
星
な
ど
を

　
観
察

参
加
料　
無
料

定　
員　
25
人

※
前
日
ま
で
に
美
星
天
文
台
へ

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
美
星
天
文
台（
☎
�
４
２
２
２
）

井
原
市
男
女
共
同
参
画
　

　
　
　
推
進
審
議
会
委
員

資　
格　

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満

　
18
歳
以
上（
令
和
6
年
1
月

　
1
日
現
在
）の
人
で
、年
1

　
～
2
回
程
度
平
日
の
昼
間

　
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

　
で
き
る
人

募
集
人
数　
3
人

任　
期

　
4
月
1
日
か
ら
2
年
間

申
込
期
限　

　
2
月
8
日（
木
） 

必
着

申
込
方
法　

　
指
定
の
用
紙
に
記
入
の
上
、

　

市
民
活
動
推
進
課
へ
提
出

　
（
郵
送
可
）

※
申
込
用
紙
は
市
民
活
動
推

進
課
、芳
井・
美
星
各
支
所
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

申
込・問
い
合
わ
せ
先

　
〒
7
1
5-

8
6
0
1 

　
井
原
町
3
1
1
番
地
1

　
1
階
、市
民
活
動
推
進
課

（
☎
�
9
5
0
8
）

井
原
市
地
域
福
祉
計
画・

井
原
市
地
域
福
祉
活
動

計
画
策
定
委
員
会
委
員

資　
格　

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満

　
18
歳
以
上（
令
和
6
年
1
月

　
1
日
現
在
）の
人
で
、平
日

　
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

　
に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
数　
3
人

任　
期　

　
4
月
1
日
か
ら
1
年
間

申
込
期
限　

　
2
月
8
日（
木
） 

必
着

申
込
方
法　

　
指
定
の
用
紙
に
記
入
の
上
、

　
福
祉
課
ま
た
は
社
会
福
祉

　
協
議
会
へ
提
出（
郵
送
可
）

※
申
込
用
紙
は
福
祉
課
、社
会

福
祉
協
議
会
、芳
井・
美
星
各

支
所
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込・問
い
合
わ
せ
先

　
〒
7
1
5-

8
6
0
1 

　
井
原
町
3
1
1
番
地
1

　
1
階
、福
祉
課

（
☎
�
9
5
1
6
）

　
〒
7
1
5-

0
0
1
9 

　
井
原
町
1
1
1
0
番
地

　
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
�
1
4
8
4
）

ベ
ン
ト

イ子
ど
も
映
画
会

と　
き　

　
2
月
10
日（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
20
分

※
開
場
は
13
時
か
ら
で
す
。

※
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ　

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原

内 　
容

　
映
画

　
「
ボ
ス・ベ
イ
ビ
ー

　
フ
ァ
ミ
リ
ー・ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

　
見
た
目
は
赤
ち
ゃ
ん
、
中
身

　
は
お
っ
さ
ん
で
あ
る
主
人
公

　

の
大
人
気
ア
ニ
メ「
ボ
ス・

　
ベ
イ
ビ
ー
」の
第
2
弾
。大
人

　

に
な
っ
た
ボ
ス・
ベ
イ
ビ
ー

　
と
そ
の
兄
テ
ィ
ム
が
再
び
赤

　
ち
ゃ
ん
姿
に
戻
り
、
家
族
と

　
世
界
を
救
う
た
め
壮
大
な
ミ
ッ

　
シ
ョ
ン
に
挑
む
。

入
場
料　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問 

生
涯
学
習
課（
☎
�
３
３
４
７
）

美
星
天
文
台

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

募集
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新築・増改築・給排水工事

㈱井原工務店
井原市上出部町628-2 ＴＥＬ62-3417

井原市に
根付く信頼

実績

井原駅より徒歩 2分

新築、リフォームをご計画
　 の方は、ご相談ください。

教
室
発
表
会

　
い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館
趣

味
教
養
講
座
受
講
生
の
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
と
作
品
の
展
示
を

し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

と　
き　

　
2
月
4
日（
日
）

10
時
～
12
時
30
分

と
こ
ろ　

　
い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館

内 　
容

・
舞
台
発
表（
太
極
拳
、
詩
吟
、

　
カ
ラ
オ
ケ
、
民
踊
）

・
作
品
展
示（
陶
芸
、
編
み
物
、

　
俳
句
、
書
道
、
盆
栽
）

・
茶
席

・
お
楽
し
み
抽
選
会

入
場
料　
無
料

問 

い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館

（
☎
�
６
１
０
０
）

　
井
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

は
、
市
民
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
、

生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
施
設

で
す
。
今
年
で
29
回
目
を
迎
え

る
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
展
示
と

演
技・演
奏
発
表
を
行
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

と　
き　

　
2
月
11
日（
日
）

9
時
30
分
～
12
時
15
分

と
こ
ろ

　
井
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内　
容

・
小
中
学
生
の
絵
画
、
習
字
、

　
人
権
標
語
な
ど
の
展
示

・
東
部
地
区
公
民
館
、芳
井
公
民

　
館
の
作
品
展
示

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
講
座
受

　
講
生
の
作
品
展
示

・
各
福
祉
施
設
の
作
品
展
示
、

　
即
売
な
ど

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
利
用
団

　
体
の
演
技
、
演
奏
発
表

・
マ
ム
＊
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
よ
る

　
コ
ン
サ
ー
ト

・
各
種
出
店
、
お
茶
席
な
ど

問 

井
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
２
９
２
９
）

よりよい住宅環境をめざして
新築・増改築・下水道工事
　　　　　　　おまかせ下さい。

TEL 0866-62-2000
FAX 0866-62-6112

株式会社

性の多様性を学ぶセミナー
　市民のみなさんがお互いの人権を尊重し、
多様性を認め合いながら、一人の人間として
その個性と能力を十分に発揮できる社会の実現
を目指し、性の多様性について正しい理解と
知識を深めるセミナーを開催します。
と　き　2月17日（土）
　　　　13時30分～ 15時30分（開場13時～）
ところ　地場産業振興センター　5階
主　催　井原市男女共同参画ネットワーク、
　　　　人権啓発井原市実行委員会
共　催　井原市、井原市教育委員会

内　容
　【第1部】制度説明
　井原市パートナーシップ・ファミリーシップ
　制度について
　【第2部】講演会
　演　題　
　　「性の多様性と人権
　　～性別とか恋愛ってこんなに広いの？～」
　講　師　（公財）人権教育啓発推進センター
　　　　　特任講師　飯

い い だ
田 あきる 氏

　入場料　無料　※申し込みは不要です。
問1階、市民活動推進課（☎�9508）
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座

教
室

講

文
化
財
セ
ン
タ
ー
講
座

　
明
治
時
代
に
治
水
事
業
に
取

り
組
ん
だ
先
人
の
活
動
を
紹
介

し
、
古
文
書
を
読
み
解
く
楽
し

さ
を
伝
え
ま
す
。
木
之
子
町
出

身
の
平ひ

ら
き木
深し
ん
ぞ
う造
も
登
場
し
ま
す
。

と　
き　

　
2
月
17
日（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　

　
文
化
財
セ
ン
タ
ー

「
古
代
ま
ほ
ろ
ば
館
」研
修
室

内　
容

　
「
治
水
へ
の
建
言
者
た
ち

　

–

平
木
深
造（
井
原
出
身
）を

中
心
に–

」

▲文化財センター
メールアドレス

ワ
ー
ド
2
日
間
コ
ー
ス

と　
き　

　
①
2
月
21
日（
水
）

　
②
2
月
28
日（
水
）

い
ず
れ
も
9
時
～
15
時

と
こ
ろ

　
芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
視
聴
覚
室

対　
象　

　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し

　
て
い
て
文
字
入
力
の
で
き
る
人

※
2
日
と
も
参
加
で
き
る
人
に

限
り
ま
す
。

募
集
人
数　
10
人（
先
着
順
）

受
講
料　
（
2
日
間
分
）　

１
，０
０
０
円

申
込
方
法　

　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
�
１
７
０
１
）

　
で
芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
へ
申
し
込
み

問  

芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
７
０
０
）

芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
座

や
さ
し
い
ワ
ー
ド
講
座

と　
き　　
（
全
4
回
）

　
3
月
9
日
～
30
日
の
間

　
毎
週
土
曜
日　
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原

内 　
容　　

　
ワ
ー
ド
の
基
本
的
な
操
作
方

　
法
と
コ
ツ

対　
象　

　
文
字
入
力
が
で
き
る
人

募
集
人
数　　

　
9
人（
先
着
順
）

※
申
込
者
が
7
人
以
下
の
場
合

は
中
止
と
し
ま
す
。

※
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
可
能
で
す
。

受
講
料　　

　
２
，０
０
０
円

　
（
ま
な
び
め
い
と
会
員

１
，８
０
０
円
）

申
込
締
切　

　
2
月
15
日（
木
）

申
込
方
法　

　
電
話
ま
た
は
は
が
き
で
申
し

　
込
み

※
は
が
き
の
場
合
、
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
な
び
め
い
と

パ
ソ
コ
ン
講
座
②

申
込・問
い
合
わ
せ
先

　

 

生
涯
学
習
課
内
ま
な
び
め
い
と

事
務
局

　
〒
７
１
５-

０
０
１
４

　
七
日
市
町
12
番
地
1

 

（
☎
�
３
３
４
７
）

講　
師　

　
山や

ま
も
と本　
秀ひ
で
お夫　
氏

　
（
岡
山
県
立
記
録
資
料
館

資
料
集
編
さ
ん
専
門
員
）

募
集
人
数　

　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
込
締
切　

　
2
月
16
日（
金
）

申
込
方
法　

　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
�
３
１
４
８
）、

　

メ
ー
ル
で
文
化

　
財
セ
ン
タ
ー
へ

　
申
し
込
み

問  

文
化
財
セ
ン
タ
ー

｢

古
代
ま
ほ
ろ
ば
館
」

（
☎
�
３
１
４
４
）

▶
明
治
10
年
代
の
砂
防
計
画
書
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市役所の休日電話 井原市役所：TEL�9555市役所の休日電話 井原市役所：TEL�9555（夜間も対応）（夜間も対応） 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111 芳井支所：TEL�0111 美星支所：TEL�3111 情報のひろば

と
き・と
こ
ろ　

　
・
2
月
8
日（
木
）美星

公
民
館

　
・
2
月
9
日（
金
）　

　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
芳
井
）

　
い
ず
れ
も
９
時
～
12
時

※
予
約
は
不
要
で
す
。

な
や
み
ご
と
相
談

な
ん
で
も
相
談
会

と　
き　

　
2
月
27
日（
火
）

　

 

10
時
～
12
時
30
分

※
予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

相 

談
内
容　

　

 

法
律
、
介
護
な
ど
の
問
題

相

談

日
曜
公
証
相
談

と　
き　

　
2
月
18
日（
日
）9

時
～
15
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　

　
笠
岡
公
証
役
場

相 

談
内
容　

　
遺
言・任
意
後
見
、離
婚
給
付

　
契
約（
養
育
費・財
産
分
与
）、

　
土
地
建
物
の
賃
貸
借
、
金
銭

　
貸
借
な
ど
の
問
題

問  

笠
岡
公
証
役
場

（
☎
０
８
６
５・６
２・５
４
０
９
）

糖
尿
病
教
室

と　
き　

　
2
月
6
日（
火
）

　
11
時
30
分
～
12
時

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

と
こ
ろ

　
市
民
病
院　
玄
関
ロ
ビ
ー

内　
容

　
「
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

　
早
期
発
見
、糖
尿
病
予
備
群・

　
か
く
れ
糖
尿
病
の
検
査
」

※
管
理
栄
養
士
の
お
勧
め
簡
単

レ
シ
ピ
付
き
で
す
。

講　
師　

　
臨
床
検
査
技
師

参
加
料　

　
無
料

問  

市
民
病
院（
☎
�
１
１
３
３
）

相
談
担
当
者

　
弁
護
士
、
介
護
支
援
専
門
員

予
約
締
切　

　
2
月
26
日（
月
）　
午
前
中

★
無
料
電
話
相
談

　
成
年
後
見
な
ど
に
関
連
す
る

相
談
専
用
で
す
。

と　
き　

　
2
月
9
日（
金
）10

時
～
12
時

※
今
回
は
1
回
の
み
で
す
。

予
約
締
切　

　
2
月
8
日（
木
）　
午
前
中

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
井
笠
い
き
い
き

ネ
ッ
ト

（
☎
0
８
６
5・６
１・４
４
２
１
）

予
約
受
付
時
間

（
相
談
会・電
話
相
談
）

　
平
日　
10
時
～
13
時

相 

談
内
容

　

 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
セ
ク
ハ
ラ・

パ
ワ
ハ
ラ・
モ
ラ
ハ
ラ
）、

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・
バ
イ
オ

　
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ・デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
）、

　

い
じ
め
、体
罰
、児
童・
高
齢

　
者
虐
待
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、

　
名
誉
毀き

そ
ん損
、
差
別
な
ど
の

　
問
題

相
談
担
当
者　
人
権
擁
護
委
員

問 

1
階
、
市
民
活
動
推
進
課

（
☎
�
９
５
０
８
）

▲ホームページ

　
全
国
的
に
発
生
し
て
い
る

「
所
有
者
不
明
土
地
」の
発
生

を
予
防
す
る
た
め
、
相
続
に

よ
る
不
動
産
の
取
得
を
知
っ
て

か
ら
3
年
以
内
に
登
記
申
請

を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

正
当
な
理
由
な
く
申
請
し
な
い

場
合
に
は
、10
万
円
以
下
の

過
料
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　　
相
続
に
係
る
紛
争
を
防
止

す
る
た
め
に
有
効
手
段
で

あ
る
遺
言
に
お
い
て
、手
軽
に

作
成
で
き
る
自
筆
証
書
遺
言

書
を
法
務
局
で
預
か
る
こ
と

に
よ
り
、紛
失
や
改
ざ
ん
の

防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、法
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4
月
1
日
か
ら

　
相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

問
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡
支
局

（
☎
０
８
６
５・６
２・５
２
９
５
）

自
筆
証
書
遺
言
書
を

法
務
局
が
預
か
り
ま
す
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　し尿のくみ取り業務は、市の許可を受けた
事業者が行っています。
　昨今の燃料費や車両費、人件費の上昇による
収集運搬費用の増加、下水道の普及などによる
くみ取り量の減少などの理由により、右記のとお
り改定され、4月1日から市内全域の料金が統一
されることとなりました。ご理解とご協力をお願
いいたします。

【定期収集：市内全域】
　10リットルあたり120円（消費税含まず）

ポ

ー

ツ

ス市
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

と　
き　

　
3
月
10
日（
日
）　

　
　
　
　
　
　
　
9
時
開
会

と
こ
ろ　

　
井
原
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

種　
目

《
団
体
戦
》

●
男
子・女
子
の
部

　

 
中
学
生
以
下
の
部
、
一
般
の
部

《
ダ
ブ
ル
ス
戦
》

●
男
子・女
子
の
部

　

 

中
学
生
以
下
の
部
、
一
般
の
部

《
個
人
戦
》

●
小
学
生
の
部

資　
格　

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤・

　
通
学
し
て
い
る
人
、生
き
生
き

　
ク
ラ
ブ
会
員
、市
内
の
中
学・

　
高
校
出
身
者

参
加
料　
（
1
人
）

　
小
学
生　
　
　
２
０
０
円

　
高
校
生
以
下　
3
0
0
円

　
一
般　
　
　
　
４
０
０
円

申
込
締
切　

　
2
月
20
日（
火
）

申
込・問
い
合
わ
せ
先

　
４
階
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

  （
☎
�
９
５
３
３
）

美星地区

し尿くみ取り料金の改定について

　定期収集以外の収集は上記料金とは異なり、
臨時や緊急時の対応についても別途料金
加算があります。詳細は、右記許可業者へ
お問い合わせください。

井原・芳井地区
(株)井原環境保全（☎�2332）
(株)クリーンサービス・イバラ（☎�1721）

(株)三美産業（☎0866-48-2878）
問2階、環境企画課（☎�9515）

　
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

遺
言・相
続
講
演
会
、相談

会

と　
き　

　
2
月
17
日（
土
）

　

 
10
時
～
16
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　

　
ウ
ィ
ズ
ア
ッ
プ
く
ら
し
き　

　
（
倉
敷
市
阿
知
一
丁
目
7
番
地
1

　
　
　
天
満
屋
倉
敷
店
6
階
）

相 

談
内
容　

　

 

相
続
登
記
、
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
な
ど
に
関
す
る

相
談

相 

談
時
間　

　
1
組
当
た
り
30
分
以
内

相
談
担
当
者

　
岡
山
地
方
法
務
局
職
員
、岡
山

　
県
司
法
書
士
会
所
属
の
司
法

　
書
士

予
約・問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
地
方
法
務
局
倉
敷
支
局

（
☎
0
８
６・４
２
２・１
２
６
０
）

定期収集とは…
　都度、電話などで依頼するのではなく、
業者と利用者間で事前に収集スケジュール
を決め、定期的に収集することです。定期
収集への切り替えにご協力ください。
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休�日�水�道�工�事�当�番�

※ 連絡がつかないときは、市役所水道部（�0824）まで。

宅内の漏水修理などは、最寄りの市指定事業者、
または井原管工事協同組合�2533へご相談
ください。

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ 移動図書館車 さくら号運行予定表さくら号運行予定表

※
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
運
行
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

CATVCATVCATVCATV 井原放送　デジタル12ch

市政だより�「いいぞ！いばら」
　 （火曜日） 18時30分、19時30分、20時30分、21時30分、

 22時30分、23時30分
　（水曜日） 10時30分、11時30分、12時30分、13時30分

さまざまな行政情報をお知らせします。

生活＆災害情報　
　毎日6時〜10時、14時〜18時
　毎日、市の行事などをお知らせします。

データ放送　
テレビのリモコンのｄボタンを押すことで、さまざまな
情報を確認することができます。

災害時の緊急情報、気象情報、イベント
やごみ収集日などの市からのお知らせ、
新型コロナウイルス関連情報　など

ｄ
ボタン

井原（☎�0822）  芳井（☎�1702）  美星（☎�3123）

＊図書館休館日 2/5㈪、12㈪、19㈪、23㈮、26㈪

《古典文学鑑賞講座》�（毎月第2・4金曜日）
　◆講　師　大

おおやま
山欽

き ん や
也 先生

◆と　き　 2月 9日㈮  13時30分〜
  『徒然草』
  『解明：言葉の謎〜「ほとんど」〜』

  　22日㈭  13時30分〜
  『徒然草』
  『解明：言葉の謎〜「雨は降るまあ」〜』
第4木曜日に変更しています。

※テーマは前後することがありますのでご了承ください。
◆ところ　井原図書館

《おはなしひろば》（毎月第2・3・4土曜日）
◆と　き　 2月10日㈯  10時30分〜

17日㈯  10時30分〜
24日㈯  10時30分〜

◆ところ　井原図書館

《おはなし会》（毎月第3土曜日）
◆と　き　 2月17日㈯  10時30分〜
◆ところ　 芳井図書館

《おはなしひろばぽかぽか》（毎月第1土曜日）
◆と　き　 2月 3日㈯  10時30分〜
◆ところ　 美星図書館

月 日 曜 到着予定時刻 駐　　車　　場　　所

2

月

1 木

9 20 高 屋 幼 稚 園
9 50 高屋倶楽部（旧高屋公民館）前
10 30 せ い び 保 育 園 駐 車 場
13 00 高 屋 小 学 校
13 50 高 屋 南 保 育 園 駐 車 場

2 金

9 30 花 滝 コ ﾐ ｭ ﾆ テ ｨ ﾊ ウ ス
10 00 八 日 市 高 星 神 社
10 30 旧 黒 忠 小 学 校
13 00 稲 倉 小 学 校

６ 火

9 40 芳 井 幼 稚 園
10 20 出 部 公 民 館 前
10 50 下 出 部 公 民 館 前
13 00 大 江 小 学 校

７ 水

9 30 ケアﾊウスきのこセイモン
10 00 木 之 子 中 学 校 体 育 館 前
10 30 JA晴れの国岡山井原東支店
12 55 木 之 子 小 学 校
13 50 二 番 区 七 日 市 染 工 場 東 隣

８ 木

9 40 元 明 治 ふ る さ と 市 場 前
10 10 片 塚 コ ﾐ ｭ ﾆ テ ｨ ﾊ ウ ス
10 50 川 相 高 尾 商 店 前
13 00 県 主 小 学 校

9 金

9 20 野 上 大 谷 公 民 館 前
9 50 西 星 田 公 民 館
10 20 野 上 藤 本 商 店 前
13 00 青 野 小 学 校
13 40 青 野 幼 稚 園 駐 車 場

13 火

9 10 芳 井 公 民 館 共 和 分 館
9 55 村 入 コ ﾐ ｭ ﾆ テ ｨ ﾊ ウ ス
10 25 高 山 市 弥 高 屋 商 店 前
13 00 芳 井 小 学 校
13 50 小 田 川 荘

14 水
9 20 川 附 公 民 館 前
13 00 出 部 小 学 校
13 50 四 季 が 丘 偕 楽 園

15 木

9 40 荏 原 駅 南 ロ ー タ リ ー
10 10 荏 原 小 学 校
11 00 荏 原 公 民 館 前
13 20 ふ れ あ い セ ン タ ー 内
13 50 み ず き 駐 車 場

16 金
9 25 東 星 田 消 防 機 庫
9 55 美 星 幼 稚 園
10 30 長 楽 園 駐 車 場

20 火

9 20 市 営 清 迫 住 宅
10 00 西 江 原 辻 の 坊 内
10 40 西 江 原 公 民 館 駐 車 場
13 00 西 江 原 小 学 校
13 50 立 戸 公 園 駐 車 場

21 水
9 50 野 上 交 流 セ ン タ ー 前
10 20 野 上 小 学 校
13 50 県 主 公 民 館

27 火

9 40 宇 頭 公 民 館
10 20 宇 戸 谷 公 民 館
10 50 長 谷 集 会 所
11 20 黒 萩 公 民 館
13 10 美 星 小 学 校

28 水

9 20 旧 岡 山 西 農 協 大 江 支 店 前
9 50 上 稲 木 塩 飽 商 店 前
10 20 稲 倉 公 民 館
10 50 下 稲 木 兼 保 公 民 館

29 木

9 20 高 屋 幼 稚 園
9 50 高屋倶楽部（旧高屋公民館）前
10 30 せ い び 保 育 園 駐 車 場
13 00 高 屋 小 学 校
13 50 高 屋 南 保 育 園 駐 車 場

▲市立図書館
Instagram
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月・日・曜 休日当番医（予定）診療時間：9時～17時 休日当番薬局（予定）

1/21㈰ 市民病院
�1133

山成医院 
�0101

いばらセンター薬局 
�1678

エスマイル薬局井原店
�1500

1/28㈰ 森本整形外科 
�6000

菅病院 
�2831 ― ピノキオ薬局 

�1610

2/4㈰ 小田病院
�1355

河合医院 
�1556

ファーマシィ薬局井原セン
トレ        　　      �1005

すぎはら薬局芳井店
�9550

2/11㈰ 鳥越医院
�1656

ほそや医院
�1373

すぎはら薬局笹賀店 
�2334

メロン薬局
�0270

2/12㈪ 長尾整形外科 
�2510

原田内科医院
�1620 ― ―

2/18㈰ 市民病院
�1133 ― いばらセンター薬局 

�1678 ―

※都合により当番に変更がある場合がありますので、事前に電話などで確認してください。

いきいき健康コーナーいきいき健康コーナー

問健康医療課（☎�8224）

　国では、献血者が減少する傾向の冬季に
おいて、安全な血液製剤を安定して供給
できるよう、はたちの若者を中心に幅広い
世代に献血の協力を呼び掛ける“はたちの
献血キャンペーン”を実施しています。

＜1月＞

25 ㈭ … 行政相談（10時～12時＝総合福祉センター）

＜2月＞

1 ㈭ …
年金相談

【要予約086-523-6395倉敷西年金事務所】
（9時45分～ 12時15分／ 13時～ 15時30分

＝市役所402会議室）

6 ㈫ … 法律相談【要予約62-1484】
　　（10時～15時＝総合福祉センター）

8 ㈭ … なやみごと相談（9時～12時＝美星公民館）
行政相談（10時～12時＝総合福祉センター）

9 ㈮ …
なやみごと相談

（9時～12時＝老人福祉センター（芳井））
小田川大学　第10回学習会

（10時～11時30分＝いばらサンサン交流館）

10 ㈯ … 資源の日【井原・芳井・美星】
　　 （7時30分～9時＝古紙・古着類収集所）

12 ㈪ … 建国記念の日

15 ㈭ …

年金相談
【要予約086-523-6395倉敷西年金事務所】
（9時45分～ 12時15分／ 13時～ 15時30分

＝市役所402会議室）
行政相談

（9時～11時＝老人福祉センター（芳井））

20 ㈫ …
行政相談（10時～12時＝美星公民館）
法律相談【要予約62-1484】

　　（13時～16時＝総合福祉センター）

「はたちの献血」キャンペーン

くらしのカレンダーくらしのカレンダー

岡山エフエム Fresh Morning OKAYAMA内
「いいコト×いいモノ いっぱい井原」
第2月曜日  8時20分頃「DJと出演者の5分間生電話」 
毎週金曜日 8時33分頃「井原市の情報紹介(60秒)」

FMラジオで
井原を発信中!

★血液がたくさん必要な理由
患者の病気やケガの治療に使われている血液製剤は、

みなさんから集められた血液から作られています。
血液は人工的に作ることも、長い期間保存することも
できません。また、献血者の健康を守るため、一人当た
りの年間の献血回数や献血量には上限があります。
安定して血液を届けるためには、日々多くの人の協
力が必要です。

★献血血液から作られる“くすり”
献血血液は、どのように患者のもとに届く

のでしょうか。交通事故などでケガをした
ときの輸血に使用されるイメージがあると
思いますが、それは全体の半分程度です。
残りは、がんなどの病気の治療に使われる医薬品を作る
ために使用されています。

★献血は命をつなぐボランティア
少子高齢化に伴い、今後、輸血用血液を必要とする

高齢者の割合が増える一方、その輸血医療を支える
10代から30代の若年層の献血者は減少傾向にありま
す。献血によって、多くの患者の命が救われます。
若い世代をはじめ、幅広い世代のご理解とご協力を
お願いします。

～その一歩が誰かの一生になる。はたちの献血～

1月と2月は

※県内の献血会場は、岡山県赤十字血液
センターホームページをご覧ください。
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　東京にあるとっとり・おか
やま新橋館で、デニムのPRを
してきたよ！ショップ店員に
挑戦してみたんだ☆

星から宇宙へ星から宇宙へ
2024年の大彗星?

　「一年の計は元旦にあり」とも言われますが、
2024年の天文現象で注目度ナンバーワンは、
10月に見られると予想されている「紫

し き ん さ ん
金山・

アトラス彗星」でしょう。この彗星は2023年初頭
に中国にある紫金山天文台と、南アフリカの
アトラス望遠鏡で発見された彗星で、今年9月
に太陽に最接近すると考えられています。この
時の予想されている明るさはなんと最大でマイ
ナス4等級！金星に匹敵する明るさで、肉眼で
もばっちり見えることが期待されています。
北半球でこれほど明るく見える彗星は1997年
のヘール・ボップ彗星以来。ただし、彗星の明るさ
予想は天気予報並みに難しく、もしかしたら

そんなに明る
くならないか
も…。それで
も準備は大切
です。予報通
り明るくなる
ことを期待し
て、ぜひ世紀の大彗星へ備えてみてください。
この彗星を観察するうえで重要なことは場所選
び。最も明るい10月ごろは、西から南側の地
平線まで見えるような空の開けた場所がベスト
となります。

▼1997年のヘール・ボップ彗星と
　美星天文台(高

た か み
見 直

な お き
樹氏 撮影)

案内役 美星天文台技師　伊藤 亮介

▲美星天文台
ホームページ

▲美星天文台
メールアドレス
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